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新
興
国
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。

冷
戦
終し
ゅ
う
え
ん焉

以
降
、
発
展
途
上
国
と
い
わ
れ
た
国
々
の
中
で
、
い

く
つ
か
の
国
が
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
高
成
長
を
遂
げ
た
。
そ

の
結
果
、
１
人
当
た
り
国
民
所
得
で
は
、
主
要
７
カ
国
（
Ｇ
７
）

に
代
表
さ
れ
る
先
進
国
の
ま
だ
数
分
の
一
で
あ
る
が
、
経
済
規
模

（
国
内
総
生
産
）
で
は
、
主
要
先
進
国
に
匹
敵
す
る
国
が
登
場
し
た
。

そ
う
し
た
国
々
は
自
己
主
張
を
強
め
、
国
際
的
に
は
も
う
無
視
で

き
な
い
。
し
か
し
、
国
内
的
に
は
、
高
成
長
と
と
も
に
社
会
が
急

速
に
変
化
し
、
政
治
、
経
済
的
に
リ
ス
ク
も
不
確
実
性
も
大
き
い
。

そ
れ
が
新
興
国
で
あ
る
。

で
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
国
を
い
う
の
か
。
こ
れ
は
論
者
に

よ
っ
て
違
う
。
ひ
と
頃
、
大
い
に
語
ら
れ
た
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
新
興

５
カ
国
）
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
南
ア
フ
リ

カ
を
い
う
。
主
要
20
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
20
）
＝
１
＝
に
は
こ
の
５

カ
国
に
加
え
、
先
進
国
以
外
で
は
、
メ
キ
シ
コ
、
ト
ル
コ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
入
っ
て
い
る
。

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
を
挙
げ
る
人
も
多
い
。

「
大
国
」
化
の
自
信　

自
己
主
張
に
反
映

21
世
紀
に
入
り
、
こ
う
し
た
国
々
が
新
興
国
と
し
て
注
目
さ
れ

ア
ジ
ア
新
興
国
と
日
本

白し
ら
い
し石　

隆
た
か
し

（
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
長
）

経
済
連
携
が
安
定
の
カ
ギ



— 7 —

アジア時報

る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
２
０
０
０
年
に
は
、
世

界
経
済
に
占
め
る
発
展
途
上
国
の
シ
ェ
ア
は
20
％
、
Ｇ
７
だ
け
で

世
界
経
済
の
66
％
を
占
め
た
。
Ｇ
７
で
世
界
経
済
運
営
に
関
わ
る

多
く
の
問
題
に
対
処
で
き
た
の
は
こ
の
た
め
だ
っ
た
。
し
か
し
、

発
展
途
上
国
の
シ
ェ
ア
が
15
年
に
は
40
％
、
20
年
に
は
43
％
に
伸

び
る
一
方
、
Ｇ
７
の
シ
ェ
ア
は
15
年
で
46
％
、
20
年
に
は
44
％
に

落
ち
る
と
予
想
さ
れ
る
。
新
興
国
が
世
界
経
済
に
占
め
る
シ
ェ
ア

を
伸
ば
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
中
国
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
世
界
経
済
に

占
め
る
中
国
の
シ
ェ
ア
は
00
年
は
４
％
、
そ
れ
が
15
年
に
は
15
％
、

20
年
に
は
18
％
、
日
本
の
経
済
規
模
の
３
・
６
倍
に
な
る
と
予
想
さ

れ
る
。世
界
経
済
に
占
め
る
イ
ン
ド
の
シ
ェ
ア
は
00
年
は
１
・
４
％
、

そ
れ
が
15
年
に
は
２
・
９
％
、
20
年
代
半
ば
ま
で
に
は
日
本
の
経
済

規
模
を
お
そ
ら
く
し
の
ぐ
。

経
済
が
拡
大
す
れ
ば
、国
の
収
入
も
増
え
、軍
事
支
出
も
増
え
る
。

中
国
の
軍
事
支
出
は
、
天
安
門
事
件
の
あ
っ
た
１
９
８
９
年
は
米

国
の
軍
事
支
出
の
３
・
３
％
だ
っ
た
が
、
16
年
に
は
35
・
２
％
に
達

し
た
。イ
ン
ド
の
軍
事
支
出
は
89
年
は
米
国
の
３
・
５
％
だ
っ
た
が
、

16
年
に
は
９
・
１
％
に
な
っ
た
。
16
年
の
日
本
の
防
衛
費
は
米
国
の

７
・
５
％
だ
か
ら
、
イ
ン
ド
の
軍
事
支
出
は
日
本
よ
り
大
き
い
。

そ
の
一
方
、
新
興
国
の
１
人
当
た
り
国
民
所
得
は
先
進
国
と
比

べ
て
、
ま
だ
小
さ
い
。
15
年
の
中
国
の
経
済
規
模
は
日
本
の
２
・
６

倍
あ
っ
た
が
、
１
人
当
た
り
国
民
所
得
は
日
本
の
24
％
だ
っ
た
。

Ｇ20 首脳会議の夕食会に臨む首脳ら＝独ハンブルクで昨年７月７日、ＡＰ
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の
発
電
量
は
16
年
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
発
電
量
、
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
発
電
量
は
16
年
の
日
本
の
発
電

量
の
分
く
ら
い
、
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
へ
の

取
り
組
み
で
、
新
興
国
の
対
応
に
懸
念
が
あ
る
の
は
こ
の
た
め
で

あ
る
。

パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス　

急
変
し
て
多
極
化

で
は
、
新
興
国
の
集
合
地
域
で
あ
る
ア
ジ
ア
で
は
、
新
興
国
の

台
頭
は
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
２
点
、
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
急
速
に
変
わ
り
、
多
極
化
が
進
展

し
て
い
る
。
し
か
し
、
新
興
国
の
政
治
経
済
体
制
は
そ
れ
ぞ
れ
違

う
し
、国
際
的
に
ど
ん
な
地
位
を
占
め
た
い
か
も
違
う
。
中
国
は「
強

国
」
へ
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
、そ
の
「
夢
」
は
ア
ジ
ア
の
「
盟
主
」

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
国
内
的
に
は
、
中
国
共
産
党
指
導

下
の
党
国
家
体
制
と
国
家
資
本
主
義
の
維
持
・
強
化
を
掲
げ
て
い

る
。
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
も
、
国
民
は
自
信
を
つ
け
、

そ
の
大
国
意
識
に
乗
っ
て
、
政
府
も
自
己
主
張
を
強
め
て
い
る
。

し
か
し
、
同
時
に
、
中
国
が
ま
す
ま
す
自
己
主
張
を
強
め
る
こ
と

を
懸
念
し
、
米
国
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
と
の
連
携
に

も
動
い
て
い
る
民
主
主
義
国
で
も
あ
る
。

第
二
に
、
中
国
で
も
、
イ
ン
ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
も
、
経

済
成
長
、
生
活
水
準
向
上
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
生
活
は
ま
だ

ま
だ
良
く
な
る
、
子
供
た
ち
の
生
活
は
自
分
た
ち
よ
り
ず
っ
と
良

同
じ
年
の
イ
ン
ド
の
経
済
規
模
は

日
本
の
48
％
、
し
か
し
、
１
人
当

た
り
国
民
所
得
は
５
％
に
す
ぎ
な

い
。こ

う
し
て
み
れ
ば
、
新
興
国
の

指
導
者
と
国
民
が
近
年
、「
自
分
た

ち
は
大
国
だ
」
と
自
信
を
持
ち
、

自
己
主
張
を
強
め
て
い
る
こ
と
も

よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
経

済
規
模
が
こ
れ
だ
け
大
き
く
な
る

と
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
市
場

の
将
来
な
ど
を
考
え
れ
ば
明
ら
か

な
通
り
、
こ
れ
ら
新
興
国
の
産
業

政
策
＝
２
＝
が
世
界
的
に
も
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
そ
の
一
方
、
新

興
国
は
ま
だ
ま
だ
自
国
の
経
済
発

展
、
自
国
民
の
生
活
水
準
向
上
に

忙
し
く
、
世
界
的
課
題
に
つ
い
て
、

先
進
国
と
同
様
の
取
り
組
み
を
期

待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

例
え
ば
、
40
年
ま
で
に
、
中
国

の
発
電
量
は
16
年
の
米
国
の
発
電

量
の
分
だ
け
増
加
す
る
。
イ
ン
ド
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く
な
る
と
、
期
待
も
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
経
済
成
長
が
減
速
し
、

こ
の
期
待
が
裏
切
ら
れ
る
と
、
政
府
が
悪
い
、
エ
リ
ー
ト
が
悪
い

と
い
う
こ
と
で
、
政
治
は
不
安
定
化
す
る
。

新
興
国
が
経
済
的
に
台
頭
し
、
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
わ
り
、
自

己
主
張
を
強
め
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
も
変
化
せ
ざ
る
を
え

な
い
。

問
題
は
、
そ
う
し
た
変
化
を
で
き
る
だ
け
安
定
的
な
も
の
と
す

る
に
は
、
な
に
を
す
れ
ば
よ
い
か
で
あ
る
。「
イ
ン
ド
・
太
平
洋
」

の
名
の
下
、
地
政
学
的
利
益
を
共
有
す
る
新
興
国
と
の
連
携
を
強

め
、
そ
う
し
た
国
々
が
こ
れ
か
ら
も
順
調
に
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
、
経
済
協
力
、
経
済
連
携
を
深
め
て
い
く
、
そ
れ
が
基
本
的
な

考
え
方
だ
ろ
う
。

◇
異
文
明
間
の
対
立

 

　

冷
戦
後
の
世
界
は
異
文
明
間
の
対
立
が
激
化
し
、
安
全
を
脅
か

す
―
―
。
そ
ん
な
悲
観
的
な
未
来
像
が
描
か
れ
た
、
米
国
の
国
際

政
治
学
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
文
明
の
衝
突
」。

刊
行
か
ら
20
年
以
上
が
た
つ
の
に
、
い
ま
だ
影
響
力
を
保
持
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
気
に
な
る
予
言
的
な
一
節
が
あ
る
。
あ
り

得
る
対
立
の
姿
を
描
い
た
う
え
で
「
イ
ン
ド
お
よ
び
復
活
し
た
中

国
と
の
衝
突
の
前
兆
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
世
界
政
治
の
中

心
は
南
へ
移
動
す
る
」。
そ
の
中
心
地
は
ア
ジ
ア
で
あ
る
。

■
こ
と
ば

◇
１　

主
要
20
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
20
）

　
　

日
米
欧
の
先
進
国
に
中
国
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
新
興
国
を
加
え
た

主
要
20
カ
国
・
地
域
で
構
成
。
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
１
９
９
９

年
の
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
が
始
ま
り
。
２
０
０
８
年
の

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
Ｇ
20
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
首
脳

会
議
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
日
米
欧
の
主
要
７

カ
国
の
Ｇ
７
が
世
界
経
済
の
課
題
を
話
し
合
う
主
な
場
だ
っ
た

が
、
次
第
に
Ｇ
20
の
存
在
感
が
増
し
て
い
る
。

◇
２　

新
興
国
の
産
業
政
策

　
　

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
安
定
的
な
電
力
の
確
保
だ
。
総
発
電
量

で
は
中
国
が
世
界
１
位
、
イ
ン
ド
が
５
位
を
占
め
な
が
ら
も
、
両

国
と
も
電
力
需
要
を
ま
か
な
え
て
い
な
い
。
両
国
が
熱
い
視
線
を

注
ぐ
の
は
原
発
。
中
国
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
「
原
発
強
国
」
の

実
現
を
掲
げ
る
。中
国
を
追
う
イ
ン
ド
も
原
発
増
設
を
国
策
と
し
、

16
年
秋
に
は
日
印
原
子
力
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。


